
 

 

 

１１月市議会閉会 

１１月議会が開会しました。日本共産党岡山市議団は９８の議案のうち、国民健康保

険条例の一部を改正する条例に反対しました。国保料の減免を行った場合、それを他の

加入者の負担で埋め合わせることができるようにするという中身です。そもそも今回の

条例化は国が国保の広域化を狙う中で出されたものです。地方分権を口実に国保料値上

げのしくみを盛り込むことは認められません。 

アユモドキ、支援学級へのエアコンなど陳情採択 

今議会では４つの陳情が全会一致で採択されました。①アユモドキの産卵場所になっ

ている休耕田を、市が買い取る前段階として借りることを求める陳情、②小中学校の支

援学級にエアコンを設置することを求める陳情、③育児休業中でも３歳以上の児童が退

園しなくてもよいことを求める陳情、④高齢者医療介護の計画をたてるときに介護事業

者や高齢者を委員にすることなどを求める陳情です。一方、生活保護の引き下げをしな

いことを求める陳情、６５歳以上の非課税の障害者の介護に自己負担が生じないことを

求める陳情などは不採択になりました。 

「岡山市の就学前教育・保育の在り方について」はニーズ無視 

保健福祉委員会と市民文教委員会

の議論を経て「岡山市の就学前教育・

保育の在り方について」が実施に動く

ことになりました。一律に公立幼稚

園・保育園の統廃合、民間委託、幼保

一体化施設の推進につながる計画で

すが、子どもを預ける場所がないとい

う保留児の解決にはなりません。パブ

リックコメントで寄せられた６００

件を超える意見の多くが計画に不安

や反対の意見でしたが、それにこたえ

る中身ではありません。実情をふまえ

ない計画には賛成できないと、党市議

団は１７日に反対の声明を出し、子ども子育て担当局長に手渡しました。 
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